
 

 

企画展「紙片の宇宙」の世界観を体感！「アート」、｢詩」、「音楽」に包まれる 3 日間！ 

ポーラ美術館、「宇宙祭」を 11 月 1 日(土)～3 日（月・祝）開催！！ 

 

オリジナル缶バッチ 

 

 

【報道関係各位】                       

ポーラ美術館 

  

  

ポーラ美術館（神奈川県・箱根）は、企画展「紙片の宇宙 シャガール、マティス、ミロ、ダリの挿絵

本」（2014年 9月 21日（日）から 2015年 3月 29日（日）まで開催）の特別企画として、11月 1日（土）

から 11月 3日（月・祝）までの 3日間、本展の世界観を体感していただける天体観測やコンサート、ワ

ークショップなど、「アート」、「詩」、「音楽」をテーマにした様々なイベントを実施する「宇宙祭」を開

催します。 

 

◇企画展「紙片の宇宙」をより一層お楽しみいただけるイベントが目白押し 

宇宙祭では、企画展「紙片の宇宙」の豊かな世界を意識した様々なイベントを企画しています。挿絵本の

イメージにあわせた多様な音楽文化にまつわる楽曲とともに、普段とはひと味違う当館を楽しむことができ

る‘コンサート＋館内ライトアップイベント’、‘空気の器’や‘声が変わるマスク（お面）’を作るワーク

ショップや、箱根の美しい星空を当館にてお楽しみいただく‘星空観測会’、2014年 7月から当館館長に就

任した木島俊介による本展の記念講演会を開催いたします。 

 

◇宇宙にちなんだファッションでお越しの方に、オリジナルグッズをプレゼント 

イベント期間中の 3日間は、宇宙にちなんだドレスコード・キャンペーンを

実施。星のモチーフ（月・太陽・宇宙などの柄も含む）が入ったアイテムを身

につけて来館された方に、特典としてポーラ美術館オリジナル缶バッチをプレ

ゼントします。 

 

深秋の箱根で、企画展「紙片の宇宙」を心ゆくまでご堪能ください。 

 

                                                       

■「宇宙祭」 イベント一覧（開催順） 

No. イベント名 実施日時 

1 かぶって話すと声が変わる不思議なマスク「WA!SK」 11月 1日（土）11:00～15:00  

2 秋の星空観測会 11月 1日（土）17:00～19:00 

3 紙のワークショップ 空気の器 
11月 2日（日）、3日（月） 
11:00～15:00 

4 木島館長による記念講演会 11月 2日（日）13:00～14：30 

5 コンサート＋館内ライトアップ 11月 2日（日）17:00～18:00 

2014年 10月 



 

 

 

―イベント概要― 

■秋の星空観測会 

本企画は、企画展のタイトル「紙片の宇宙」にちなみ、閉館後の美術館の敷地内にて、Vixen 社の天体

望遠鏡を用いて夜空に煌めく星を眺める本格的な観測会です。‘銀河博士’が、天体の星々をわかりやす

く解説します。星空だけでなく、昼間とは違う、美術館の美しい一面もお楽しみいただくことができます。 

【日  時】11月 1日（土）17:00～19:00 

【場  所】美術館エントランス 

【料  金】無料 

【参加方法】事前申込不要 

【協  力】株式会社 Vixen 

 

 

■木島館長による記念講演会「紙片の宇宙―絵と言葉が生み出す世界
コスモス

」 

7 月より当館館長に就任した木島俊介による、展覧会開催の記念講演会

を実施。挿絵本の魅力や歴史、本展の見どころについてお話しします。 

【日  時】11月 2日（日）13:00～14：30 

【場  所】講堂 

【料  金】無料（ただし当日入館券が必要） 

【参加方法】事前申込不要 

＜館長 木島俊介 プロフィール＞ 

1939年、鳥取県生まれ。慶応義塾大学文学部卒業、美学・美術史専攻。フィレンツェ大学、ニューヨーク大学大学院、同

美術史研究所に学ぶ。群馬県立近代美術館館長および群馬県立館林美術館館長、共立女子大学教授等を務め、現在、同大

学名誉教授、東急文化村ザ・ミュージアム プロデューサー。 主要著書に、『美しき時祷書の世界』（中央公論社）、『ア

メリカ現代美術の 25人』（集英社）、『女たちが変えたピカソ』（中公文庫）、『名画が愛した女たち 画家とモデルの物語』

（集英社）、『クリムトとウィーン』（六耀社）、翻訳書に、『ヨーロッパの装飾芸術 全 3巻』（中央公論新社）などがある。 

 

 

■コンサート＋館内ライトアップ 

当館の地下 1階「カフェ TUNE」にて、華やかな挿絵本の世界にぴったり

なバイオリン、マンドリン、アコースティックギター、ウッドベースによる

モダン･ポップ・アコースティック楽団「Banda Planetario」によるインス

トゥルメンタル音楽のコンサートを開催します。会場は、本展展示作品の

ジョアン・ミロ『あらゆる試みに』をイメージしたモティーフを、同作品の

原著であるポール・エリュアールの詩を交えた美しいライトアップで演出。

音と光の華麗なハーモニーをお楽しみいただくことができます。空間演出は、

プロジェクション・マッピング協会代表でヴィジュアル・空間アーティス 

トの michi氏が手がけます。 

 

【期  間】11月 2日（日）17:00～18:00 

【場  所】地下 1階「カフェ TUNE」 

【料  金】無料（ただし当日入館券が必要） 

【出  演】Banda Planetario（バンダ・プラネタリオ） 

【空間演出】michi 

【定  員】先着 70名 

【参加方法】事前申込不要 

アンドロメダ イメージ 

ポーラ美術館館長 木島俊介 

館内ライトアップ イメージ画像 

Banda Planetario 



 

 

 

 

 

■ワークショップ 

 

①かぶって話すと声が変わる不思議なマスク「WA!SK」 

本企画は、かぶって話すと声が変わる、クラフトとテクノロジーを融合したユニークなマスク（お面）、

「WA!SK」をデザインするワークショップです。“子どもに向けた未来の遊び”をデザインするクリエイ

ティブチーム「PPP」を講師として迎え、参加者の方は、色とカタチの楽しさにふれながら、ミロの木版

「あらゆる試みに」のモチーフを使って、企画展「紙片の宇宙」オリジナルデザインの WA!SKを制作す

ることができます。内側にマイクロ PC（変声機）とマイク、スピーカーを組み込むことで、かぶって話

すと声が変わる‘ボイスチェンジモード’で遊ぶことができます。 

 

【日  時】11月 1日（土）11:00～15:00  

※14:30受付終了 

【場  所】B1ショップ前 

【料  金】無料（ただし当日入館券が必要） 

【参加方法】事前申込不要、随時受付 

【講  師】PPP 

http://ppp.tokyo.jp/ 

 

 

②紙のワークショップ 空気の器 

「紙のワークショップ」では、切り込みの入った丸い紙を広げて自立する不思議な‘空気の器’に、

様々なスタンプを使って自分だけの‘空気の器’を制作します。平面に描かれた図柄が立体になった時

の表情の変化をお楽しみいただけます。 

 

【日  時】11月 2日（日）、3日（月）11:00～15:00 

※14:30受付終了 

【場  所】B1ショップ前 

【料  金】500円  税抜（当日入館券が必要） 

【参加方法】事前申込不要 

【協  力】福永紙工 かみの工作所 

             http://www.kaminokousakujo.jp/case/ 

 

 

 

 

 

 

■報道（広報写真・取材等）に関するお問合せ先 

ポーラ美術館 広報事務局：後藤、田中、小椋、三井 

TEL 03-3575-9823 ／ FAX 03-3574-0316 ／メール polapr@kyodo-pr.co.jp 

■各イベント掲載時の一般の方のお問合わせ先 

ポーラ美術館 TEL：0460-84-2111 

「WA!SK」 イメージ画像 

「空気の器」ワークショップ  イメージ

画像 



 

 

 

 

 

 

■企画展「紙片の宇宙 シャガール、マティス、ミロ、ダリの挿絵本」 

20世紀絵画において冒険を試みたシャガール、マティス、ミロ、ダリをはじめとする画家たちは、よ

り身近に絵画と向き合える作品として、版画技法による豪華な挿絵本の制作にも取り組んでいます。本

展ではポーラ美術館のコレクションの中から、20世紀の巨匠によって制作された、挿絵本の黄金期にき

らめく代表作をひもとき、初

公開の挿絵を含む 51 点の挿

絵本と、関連する絵画作品を

ご紹介します。めくるめく、

「絵画」と「書物」の出逢い

をご堪能いただけます。 

 

 

 

【会期】2014年 9月 21日（日）～2015年 3月 29日（日） 

*会期中無休 ただし、2015年 1月 21日（水）は休室 

 

 

 

 

＜ポーラ美術館について＞  

 

ポーラ美術館のコレクションは、ポーラ創業家二代目であ

った鈴木常司（1930～2000）が 40年以上にわたり収集したも

のです。日本最大級の印象派のコレクションを中心とした西

洋絵画、日本の洋画、日本画、東洋陶磁、古今東西の化粧道

具など総数約 9,500点を数えます。 

「箱根の自然と美術の共生」をコンセプトに、周囲の環境

に配慮し、森に溶け込むような設計がされているほか、2013

年にオープンした国立公園内という立地を活かした遊歩道で

は森林浴が楽しめます。 

【住  所】〒250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町仙石原小塚山 1285 

【電  話】0460-84-2111 

【開館時間】9:00～17:00 （入館は 16:30まで） 

【休 館 日】年中無休（展示替のため臨時休館あり） 

【入 館 料】大人 1,800 円、シニア割引(65 歳以上)1,600 円、大学・高校生 1,300 円、中･小学生 700 円 

※料金はいずれも個人料金、消費税込み ※中･小学生は土曜日、入館無料 

【ホームページ】 http://www.polamuseum.or.jp 
 

 
 

(左) アンリ・マティス 《イカロス》『ジャズ』 1947 年刊 ポーラ美術蔵  
（右）ジョアン・ミロ 『あらゆる試みに』より 1958 年刊 ポーラ美術館蔵  
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